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立
臓
武
多
出
陣
 

七
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
、

明
治
中
期
か
ら
大

正
に

か
け
て
運
行
し

て
い
た
高
さ
鵬

メ
ー
ト
ル
の
立
侵
武
多

が
「
立
伝
武
多
復
元
の
会
」
に
よ
り
、
岩
木
川
河
川
敷

に
復
元
さ
れ
、
勇
壮
な
姿
を
現
し
、
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
ド

を
運
行
し
ま
し
た
。
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＞
 

ー
 
花
菖

蒲
せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
が
七
月
六
日
か

一
一

l

ノ
 

ら
＋
四
日
に
か
け
て
菊
ケ
丘
水
郷
公
園
で
行
 

・

ー
‘
H
す
わ
れ
ま
し
た
。
国
際
交
流
市
民
の
会
の
楽
器
 

・

，
演
奏
、

野
点
、
ョ
ー
ョ
ー
の
つ
か
み
ど
り
、
 

ズ
ッ
ク
と
ば
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
市
民
 

は
、
日
本
情
緒
豊
か
な
約
百
四
十
七
種
、
六
 

本
の
花
菖
蒲
を
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。
 

自
転
車
お

そ
の
り
園
と

ズ
ッ
ク
と
ば
し
同
 

JR五能線開通60周年記念特別番組 

〇沿線7つの高等学校が取材記者

放送予定日 ATV7月28日（日） 

15 : 30'---16 : 54 
本市から五所川原高校と五所川原

工業高校が取材活動を行いました。 

ぼくらのふるさと五能線 
～高校生力況つめるふるさとの風呂～ 

はい、先生の話をよく聞いて作ってね！! 

何
も
か
も
初
体
験
 

の
子
供
達
 

第
二
回
青
空

児
童
館
 

六
月
二
士
」
日
、
藻
川
小
学
校
で

第
二
回
青
空
児
童
館
が
学
区
内
生
徒

六
十
名
、
学
区
外
か
ら
十
名
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
午

前
に
プ
ラ
バ
ン
、
棒
パ
ン
、

。（
ツ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ツ
ト
製
作
な
ど
を
行
い
、
 

午
後
に
は
、
ゲ
ー
ム
と
ダ
ン
ス
を
行

い
ま
し
た
。
子
供
達
は
、「来
て
ほ
ん

と
う
に
よ
か
っ
た
」
「心
が
開
け
ま
し

た
」
「宝
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
、
こ
の

次
は
も
つ
と
楽
し
む
ゼ

ー
」
と
満
足

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

新
し
い
学
校
を
つ
く
っ
て

2
 

く
れ
て
あ
り
が
と
う
i
・
 

松
島
小
学
校
ニ
年
生
感
想
文

松
島
小
学
校
二
年
生
徒
が
新
し
い

学
校
に
入
「
た
喜
び
を
、作
「
て
く
れ

た
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
手

紙
を
書
い
て
く
れ
た
の
で
数
回
に
分

け
て
紹
介
し
ま
す
。
 

学
校
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
か
た
へ

あ
た
ら
し
い
、
学
校
を
つ
く
っ
て

く
れ
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

と
し
よ
し
つ
も
ひ
ろ
い
し
、
し
よ
く

ど
う
ま
で
も
ひ
ろ
く
て
う
れ
し
い
で

す
。
た
い
い
く
か
ん
は
ま
だ
つ
く
っ

て
い
ま
せ
ん
。
つ
く
っ
て
か
ら
み
れ

ば
ひ
ろ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
わ
た

し
た
ち
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
し
つ

で
ゲ
ー
ム
を
し
て
あ
そ
ん
で
い
ま
す
。
 

と
し
よ
し
つ
の
か
い
だ
ん
は
、
と
て

も
い
い
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

一
一
年
 
しま
む
ら
さ
お
り
 

一
 

平成 8年7月15日 



青森空港に展示している虫人形 

」~ 
最初の宿泊客の佐々木さん（左） 

稚 魚 の 放 流 

戦1雄g「『 m篇 

頭ハレー 五所川原小学校鼓笛隊による往 

六
月
二
士
百
、

グ
リ
ー
ン
バ
イ

オ
村
コ
テ
ー
ジ
の
最
初
の
宿
泊
客
の

記
念
と
し
て
青
森
市
の
佐
々
木
秀
美

さ
ん

（
三＋
三
歳
）
ら
に
、
市
特
産

品
で
あ
る
赤
5
い
り
ん
ご
の
ワ
イ
ン

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
、
 

宿
泊
し
た
感
想
と
し
て
大
変
き
れ
い

に
整
「
て
い
る
施
設
で
機
会
が
あ
っ

た
ら
ま
た
宿
泊
し
た
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
一
度
は
、ご

利
用
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。
宿
泊
な
さ
り
た
い
か
た
は
、
胃
 

（
三
七）
三
〇
八
八ま
で
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

ー
第
4
6回
社
会
を
明
る
く
 

す
る
運
動
ー
 

市
民
集
会
 
街
頭
パ
レ
ー
ド
 

七
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
強
調
月
間
」
と
な
「
て
お
り
、
こ

れ
に
呼
応
し
、
七
月
五
日
に
市
お
ま
 

「
り
広
場
に
お
い
て
市
民
集
会
を
行

い
ま
し
た
。
法
務
大
臣
、
県
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
達
し
た
あ
と
、
五

所
川
原
二
中
二
年
生
阿
部
信
利
君
が

私
の
提
言
を
述
べ
ま
し
た
。
 

市
民
集
会
終
了
後
、
五
所
川
原
小

学
校
鼓
笛
隊
、
参
加
者
ら
で
街
頭
パ

レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
 

旧
十
川
漁
業
協
同
組
合

（原
田
市

太
郎
組
合
長
）
は
六
月
二
十
八
日
旧

十
川
に
お
い
て
稚
魚
の
放
流
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨

ま
じ
り
の
中
、
組
合
員
た
ち
は
手
際

よ
く
黒
鯉
の
稚
魚
と
色
鯉
の
成
魚
を

次
々
と
放
流
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
県
の
委
託
分
と
し
て
黒

鯉
の
稚
魚
（
五
万
匹
）
と
色
鯉
の
成

魚
（
百
匹
）
を
旧
十
川
に
放
流
し
自

主
事
業
分
と
し
て
イ
ワ
ナ
の
稚
魚
五

千
匹
を
小
田
川
・
金
木
川
及
び
飯
詰

川
に
そ
れ
ぞ
れ
放
流
し
ま
し
た
。
 

虫
お
く
り
と
火ま
つ
り
をP
R
 

虫
人
形
を
展
示
 

標
紗
讐
 

こ
の
た
び
空
の
玄
関
ロ
で
あ
る
青

森
空
港
に
市
を
代
表
す
る
伝
統
的
な

祭
り
で
あ
る
「
虫
」
人
形
を
展
示
し

て
お
り
ま
す
。
 

展
示
期
間
は
、
七
月
一
日
か
ら
八

月
三
十
日
ま
で
の
ニ
カ
月
間
で
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
も
空
港
利
用
の
際
に

は
、
ぜ
ひ
P
R
コ
ー
ナ
ー
「
あ
す
な

ろ
メ
ッ
セ
」
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
昨
年
に
ひ
き
「
づ
き
J
R
 

秋
田
支
社
の
ご
好
意
に
よ
り
、
五
所

川
原
市
の
「虫
お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
 

の
観
光
P
R
の
た
め
、
七
月
十
一
日
 

（
木）
よ
り
七月
二
十
一
日
（
日
）ま
で

の
十
一
日
間
、
J
R
上
野
駅
中
央
改

札
口
付
近
に
、
五
所
川
原
の
「
虫
」
 

人
形
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
上
京

の
節
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

五
所
川
原
市
観
光
協
会
で
は
、
昨

年
同
様
ミ
ス
津
軽
平
野
三
人
を
派
遣

し
、
七
月
十
三
日
（
土）及
び
七
月
十

五
日
（月
）
に
「虫
お
く
り
と
火
ま
「
 

り
」
の
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
配
布
し
、
 

観
光
キ
ャ
ン
。（
ー
ン
を
行
い
ま
す
。
 

と
う
も
あ
り
が
と
う
こ
さ
い
ま
す
 

⑥
五
所
川
原
市
美
術
館
建
設
促
進
期

成
会
へ
 

〇
姥
名
昭
雄
さ
ん

（広
田
字
柳
沼

一
一
七
 
二
六
）
H
十
万
円
。
 

⑥
長
橋
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
神
山
婦
人
会

（松
野
節
子
会
長
）
 

H
一
一万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
 

〇
囲
中
三
H
か
さ
外
十
二
点
。
 

〇
安
田
生
命
五
所
川
原
営
業
所
（
渡

辺
正
夫
所
長
）
H
三
万
三
千
百
円
。
 

〇
木
村
孝
次
郎
さ
ん

（
田
町
一
一
一

一
ー
一
）
H
十
万
円
。
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若
山
牧

水
 

  

酒
を
愛
し
旅
を
楽
し
み
、
自
然
に
親
し
む
 

  

全
国
牧
水
サ
ミ
ツ
ト

・
フ
ォー
ラ
ム
に
向
けて
 

問

今
年
は
、

若
山
牧

水
が

生
ま
れ
て
か
ら

何
 

年
目
に
な
る
で
し
ょ

う
か

c
 

m
六
ー
八
年
 

②
四
＋
三

年
 
⑧
百
十

一
年
 

問

若
山
牧
水
の
生

ま
れ
た
の
は
、

何
県

で
し
 

ょ
う
か
“
 

m
高
知
県
 
②

宮
崎
県
 

⑧
佐
賀
県
 

問

若
山
牧
水
の
歌
の
中
で
、
 一
番
多
く
歌
碑
に
な

っ
て
い
る
の
は
以
ド
の
ど
の
歌
で
し
ょ
う
か
。
 

m
し
ら
鳥
は
か

な
し

か
ら
ず
や
空
の
青
海
の

あ
を

に
も
染
ま
ず
た
だ
よ
ふ
 

②
幾
山
河

こ
え
さ
り
行
か
ば

寂
し
さ
の
は

て

な
む

国
ぞ
け

ふ
も
旅
ゆ

く
 

岡
う
す

紅
に
葉
は

い
ち
は
や
く
萌
え
い
で
て
 

咲
か
む

と
す
な

り
山
ざ
く
ら
花
 

問

若
山
牧
水
が
五
所
川
原
で
詠
ん
だ
次
の
歌
の
空
 

欄
を
埋
め
る
こ
と
ば
は
、
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。
 

「ひ
っ
そ
り
と

馬
乗
り
人
る

る
津
軽
野
の
 

〔
 

］
は
雪
小
止

み
せ
り
」
 

田
五
所
川
原
村
②
互
所
川
原
町
③
五
所
川
原
巾
 

問

若
山
牧
水
が
圧
所
川
原
で
詠
ん
だ
次
の
空
欄
を
 

埋
め
る
こ
と
ば
は
、
ど
れ
で
し
ょ
・
フ
か
。
 

「極
の
鈴

P
の
面
に
き
こ
ゆ

旅
な
れ
や
 

〔
 

〕
の
く
に
の
春

の
あ
け
ぼ

の
 

m
り
ん
ご
 

②
み
ち

の
く
 
岡
津

軽
 

問

若
山
牧
水

の
次
の
歌
の
下
の
旬
は
、

以
下
 

の
三
つ
の
う
ち
ど

れ
で
し
上

う
か
。
 

『わ
か
竹
の
伸
び
ゆ
く
ご
と
く
子
ど
も
ら
よ
・
・」
 

田
秋
も

か
す
み
の

た

h生
び
き
て
を

り
 

図
真
す
ぐ

に
の
ば

せ
身
を

た
ま
し

ひ
を
 

岡
み
づ
み

づ
伸
び

よ
や
よ
歌
の

友
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線
 

H
ノ
 

k
ー
 

り
ノ
 

キ
 応 募 用 紙 

⑥葉書裏面に貼付してください。自作も可。 

問
 
全
国
牧
水
サ
ミ
ッ
ト
と
は
？

答
 
若
山
牧
水
の
歌
碑
の
所
在
す
る

市
町
村
の
首
長
、教
育
長
並
び
に牧
水

に
縁
の
あ
る
方
々
の
ご
参
集
を
い
た

だ
き
、
歌
人
牧
水
の
魅
力
と
人
生
を

探
求
す
る
と
と
も
に
、和
田
山
蘭

・

加
藤
東
離
ら
と
の
交
遊
・
友
情
を
偲

び
、
ふ
る
さ
と
文
化
に
役
立
て
る
た

め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。
 

問
 
牧
水
は
生
涯
に
歌
を
 

何
首
詠
ん
だ
の
で
す
か
？

答
 
牧
水
は
、四
十
三
年
の
生
涯
に
七

千
首
近
い
歌
を
詠
み
、
歌
碑
は
全
国

九
十
五
市
町
村
に
百
八
十
七
基
建
立

さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

問
 
サ
ミ
ツ
ト
は
い
つ
 

ど
ん
な
こ
と
を
行
う
の
っ
・

答
 
八
月
二
士
」
日
圏
と
八
月
二
十

四
日
田
に
開
催
し
ま
す
。
 

一
一十
三
日
に
は
、
サ
ミ
ツ
ト
の
交
 

流
会
を
行
い
、
二
十
四
日
に
は
、
オ

ル
テ
ン
シ
ア
で
、
若
山
旅
人
氏
（
牧

水
長
男
）
に
よ
る
講
演
や
そ
の
フ
ォ
 

ー
ラ
ム
の
あ
と
、
牧
水
の
歌
碑
に
献

酒
し
酒
の
好
き
だ
っ
た
牧
水
を
偲
び
 
 

ま
す
。
 

問
 
牧
水
と
五
所
川
原
の
 

つ
な
が
り
は
？

答
 
旅
を
楽
し
み
、
自
然
に
親
し
ん

だ
歌
人
の
若
山
牧
水
は
、
五
所
川
原

と
は
切
「
て
も
切
れ
な
い
縁
で
結
ば

れ
て
い
ま
す
。
 

牧
水
は
、
大
正
五
年
と
十
五
年
に

五
所
川
原
を
訪
れ
、
郷
土
の
生
ん
だ

歌
人
和
田
山
蘭
や
加
藤
東
離
な
ど
こ

の
地
の
文
化
人
と
歌
会
を
開
く
な
ど

し
て
交
遊
を
深
め
、
当
地
域
は
も
と

よ
り
青
森
県
文
壇
の
発
展
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、昭
和
二
十
 
 

七
年
に
は
地
域
の
文
化
人
た
ち
が
牧

水
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
牧

水
と
五
所
川
原
と
の
深
い
交遊
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、
当
市
元
町
に
署

山
牧
水
歌
碑
」
を
建
立
い
た
し
ま
し

た
。
 

一
昨年
に
は
、
和
田
山
蘭
と
の
生

涯
に
わ
た
る
牧
水
の
交
遊
書
簡
が
山

蘭
の
ご
子
息
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
半

世
紀
ぶ
り
に
日
の
目
を
み
、
華
麗
な

そ
の
作
品
か
ら
は
想
い
も
つ
か
な
い

豪
快
・
天
衣
無
縫
な
牧
水
の
知
ら
れ

ざ
る
人
と
な
り
や
そ
の
人
生
が
あ
ら

た
め
て
世
人
の
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
 
 

問
 
牧
水
の
研
究
ク
イ
ズ
が
 

あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が

答
 
全
国
の
歌
碑
に
刻
さ
れ
て

い
る
牧
水
の
歌
に
「
い
て
の
ク

イ
ズ
で
す
。
小
学
生
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
。
下
記
の
応
募
用

紙
に
答
、
学
校
名
、
氏
名
、
住

所
（
電
話
番
号
）
を
明
記
し
官

製
葉
書
に
は
る
か
自
作
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
枚
数
は
一
人
一

枚
、
五
問
以
上
正
解
した
人
を

入
賞
者
と
し
正
解
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
。
 

▽
締
め

切
り
日
 
八

月
八

日
困
当
日

消
印
有

効

▽
賞
品
 

全
問

正
解

者

記
念
メ
ダ

ル

（
三
十
人
）
 

五
問

正
解
者
 
ボ

ー
ル
ペ

ン

（
三
十
人
）
。
 発
表
は

発
送
を

も
っ

て
か
え
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま
す
。
 

▽
応
募

先
 
五
所

川
原
市

岩
木
町

一
ニ
 
五

所
川
原

市
教

育
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牧
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究

ク
イ
ズ

係
 

さ
て

こ
一
」
で
問
題
を

出

し
ま
す
。
 

牧水公園の歌碑 

彰（水研究クイズ 

学校名 

氏 	名 

住 	所 

（電話番号） 雪 （ 

問題番号 問 1 問2 問 3 問4 問5 問6 

答の番号 



五あ栗b穂 

津軽親善大使 虹の架け僑 
／一一一

一 

～五所川原へのメッセージ～ 

津軽親善大使紹介コーナー 陥．7 

大使の大志 

山本和夫さん（63歳） 

著述業 「わ・五所川原会」会長 

当市本町出身 

東京都杉並区堀ノ内3-23-6 

一生、大使などという肩書は無縁のものだ

と思っていましたが、はからずも五所川原市

の「津軽親善大使」 という栄誉ある大使にな

ってしまいました。 じつはわたしは県の「青

い森の特派員」でもあるのですが、特派員か

らいきなり大使て刈ーからびっくりです。 

大使になったのは、たぶん「わ・五所川原

会」の会長だから、 ということかもしれませ

ん。そして会長であるのは、たぶん 『失われ

た五所川原』 『懐かしの五所川原』 などを書

くことができたせル、かもしれません。 

この 、五所川原もの、、2冊を書いてうれし

かったのは、「z入、し振りで親子で共通の話題と

して読める本に巡り会った」 といわれたこと。 

これは芥川賞をもらったよりうれしい。作文

少年の誇りです。 親不孝だったわたしのせ

めてものつぐないがてgきたと思っています。 

これーでもし「五所川原市民ヌ嶋：賞」なんての

ができてそれをもらったら、あとはなにもい

らない。抱いて墓へ入り、親に見せます。 

5 平成8年7月15日 

山 崎 毅さん（38歳） 

通商産業省（元青森県企業立地課長） 

東京都世田谷区太子堂1 -2-5-201 

私は平成2年の4月から2年余り青森県庁

に出向し、企業誘致などを担当する部署に勤

務しました。 この間、仕事の関係などで何回

か五所川原市を訪れる機会に恵まれました。 

「企業誘致に大変熱心な市」。 これが私の

五所川原に対する印象て下最も強いものです。 

私は仕事柄、県内の多くの市町村を訪れま

したが、五所川原は佐々木市長さんのリーダ 

ーシップの下、市職員の方々の企業誘致に対

する熱意に際立ったものがありました。また、 

行政サイ ドだけでなく、土也方進出を検討して

いる企業の現地視察会の折りには、雨降りの

悪天候の中、市議の皆さんがカサをさしなが

ら視察団のバスを待ち受けて歓迎してくださ

ったということもあり、大変強烈な印象を受

けました。 こうした熱意が、五所川原のすば

らしい企業誘致実績を生み出した大きな要因

であったのだと思われます。 これからも、 こ

の熱い思いが失われず、五所川原が益々発展

を遂げることを期待しております。 

五所川原市役所 公35 -2111 



  

ン受験申し込み用紙 

平成 8年 7 月15日から人事課で配布します。 

ン受付期間 平成 8年8月 1日困～平成 8 年8月20日因 

＞試験に関する申し込み及び問い合わせ 

市役所人事課 雪0173-35-2111（内線411・412) 
囲 ※印の学科については、これに相当すると認 

められる学科を含みます。 

  

平成8年度 

五所川原市 
職員の募集 

 

  

  

職 	種 採用予定人員 受 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

上 	級 

―般事務 

12人程度 

(1）昭和42年4月 2 日から昭和50年4月1日までに生ま

れた者 

(2）大学を卒業した者又は平成 9年 3月に卒業見込みの

者 

第―次試験 

>日時 

9月22日（日）午前 9時 

>場所 

五所川原市中央公民館 

ン内容 

①教養試験 

②事務適性検査 

③英語試験 

第ニ次試験 

ン日時 

11月10日（日） 

＞場所 

五所川原市中央公民館 

＞内容 

①面接試験 

②作文試験 

(1）昭和48年4月 2 日から昭和54年4月 1日までに生ま 

れた者 

(2）短期大学若しくは高等学校を卒業した者又は平成 9 

初 	級 

ー般事務 

年 3月に卒業見込みの者（大学を卒業した者又は平成 

9年3月に卒業見込みの者を除くJ 

うち、文音 「β省認定実用英語技能検定 2級合格以上の資格を有する者 

又はロシフ P語、中国語、ハングル等の外国語に堪能な者 	若干名 

特技とし二 て手話又は郷土芸能（津軽三味線等）のできる者 	若干名 

上級土木 1人程度 

(1）昭和42年4月 2 日から昭和50年4月1日までに生ま

れた者 

(2）大学の学部で※土木工学科の課程を修めて卒業した

者又は平成 9年3月卒業見込みの者 

上級水産 1人程度 

(1）昭和42年4月 2 日から昭和50年4月 1日までに生ま

れた者 

(2）大学の学部で※水産増殖学科の課程を修めて卒業し

た者又は平成 9年 3月卒業見込みの者 

 

＞受験申し込み用紙 

平成 8年 7月15日から、消防本部総務課で配布します。 

>受付期間 

平成 8年8月1日（木）～平成 8年8月20日（火） 

＞試験に関する申し込み及び問い合わせ 

消防本部総務課 

公0173 - 35 一 2019（内線22・23) 

平成8年度 

五所川原消防署 
職員の募集 

 

職 	種 採用予定人員 受 	験 	資 	格 試験の日時・場所・内容 

(1）昭和44年4月 2 日から昭和50年4月1日までに生ま 第ー次試験 

れた者 レ日時 

(2）大学を卒業した者又は平成9年3月に卒業見込みの者 9 月22’日（日）午前 9時 

上 	級 (3）採用後五所川原市に居住できる者 >場所 
1人程度 

消 防職 (4）身体が健全であること 五所川原市働く婦人の家 

(5）両眼とも裸眼で視力0.3以上、色覚が正常なこと ン内容 

(6）自動車運転免許の普通又は大型免許を所持している ①教養試験 

者 ②消防適性試験 

初
消
 
級
職
 

防
  

(1）昭和48年4月 2 日から昭和54年4月1日までに生ま 
③体力測定 

れた者 第ニ次試験 
(2）短期大学又は高等学校を卒業した者又は平成 9年3 >日時 
月卒業見込みの者（大学を卒業した者又は平成 9年 3 11月17日（日） 	（予定） 
月に卒業見込みの者を除く。） >場所 

1人程度 (3）採用後五所川原市に居住できる者 五所川原市働く婦人の家 
(4）身体が健全であること >内容 
(5）両眼とも裸眼で視力0.3以上、色覚が正常なこと ①面接試験 
(6）自動車運転免許の普通又は大型免許を所持している ②作文試験 
者（ただし、平成 9年3月卒業見込みの者は、採用後 

6 カ月以内に免許取得見込みの者） 

平成8年7月15日 6 
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平成8年度固定資産税（第2 期）・国民健康保険税（第1期） 

納期限は 7月31日（水）です 

保
留
地
の
売
却
は
公
開
抽
選
に
よ
 

り
行
い
ま
す
。
 （物
件
番
号
6
は
除
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ま
す
）
 

国
 
土
地
の
概
要
 

現
況
は
宅
地
で
す
。
 
（
農
地
転用
 

は
市
が
行
い
ま
す
）
 

国
 
抽
選
の
参
加
に
必
要
な
書
類
 

①
抽
選
参
加
申
込
書
 

②
住
民
票
抄
本
 

⑧
身
分
証
明
書
 

国
 
募
集
期
間
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成
八
年
七
月
十
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日
か
ら
八
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一
一日
ま
で
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日
曜
日
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等
 

①
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定
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日
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す
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店
舗
用
地
で
す
。
 

！「カ H牛
番号 

面 平責 
(ni) 

単 イ西 
G円） 

売却価才各 
（円） 

用 	途 	区 	分 道路幅員等 

‘
ー
  

251 31,000 7,781,000 具ー 第一種低層住居専用地域 8 6m 
、Jv 

り
」
 
 

268 28,000 7,504,000 
6m 

JR線路沿 
第一種住居地域讐 

n
J
 

 
234 25,000 5,850,000 

6m 

高圧線下 
第一種低層住居専用地域器 

A4
'
 

 
297 23,000 6,831,000 具― 第一種低層住居専用地域 8 

6m 

高圧線下 、ハJ 

(hJ
  

331 31,000 10,261,000 
6117 

H9年建築可 

第一種低層住居専用地域 8050 

及び第二種住居地域 2(6 響 

6
  

2,347 （一般競争入札） 第二種住居地域響 22m 

※用途区分の言00 は讃なです。 
※物件番号6は一般競争入札により行いますので、事前に参加資格等確認してください。 

（物件位置図） 
（道路は計画中を含む） 

議仁正u幽l 
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申器縦論篇粛発課区画整理室 鴨？-211124325 

7 平成8年7月15日 
	

五所川原市役所 公35 - 2111 



五所川原市交通安全対策協議会 

五 所 川 原 警 察 署 

◇夏の交通安全運動◇ 

7月21日～7月31日（11日間） 

・子供の交通事故防止 

・無謀運転の追放 

・シートベルト着用の徹底三 

第11回 

スポーツ医事相談室の開設 お知らせ 
スポーツ選手や愛好者で、 スポーツ障害や

健康管理についてスポーツドクターの指導助

言を受けたい方のために、次のとおり、第11 

回スポーツ医事相談室を開設いたしますので

お気軽にご利用ください。 

D日 時 7月18日（木）・ 8月 8 日（木）・ 

8月22日（木） 15 】 OO-17 】 00 

>場 所 市保健センター（市働く婦人の家） 

>申し込み先 市教育委員会生涯スポーツ課内 

雪 35 - 2111 内線 570 
レ申し込み締め切り日 7月16日（火） 

ンその他 （D相談料は無料です。 

(2）事務局に申し込み用紙がありま

すのでご記入の上提出してくださレ、 

I 平成8年麿 

市合同金婚式 
レ対象夫婦 婚姻以来50年（昭和21年婚姻） 

を経過したご夫婦 

ン申し込み締め切り 9月20日（金） 

※日時、場所につレvては、追ってお知らせし 

ます。 

ン申し込み・間い合わせ 市福祉事務所高齢 

者対策課（客内線 546）又は各支所 

  

消防設備士試験 平成8年度 

 

  

ンとき 9月 8 日（日） 

ン会場 青森山田高等学校 

＞受付期間 

7月22日（月）~7月31日（水）まで 

※願書及び受験案内は消防本部にあります。 

平成8年度 

消防設備士試験事前講習会 
＞とき 8月27日（火）-8月29日（木） 

(3 日間） 

>会場 青森県立青森高等技術専門校 

ン時間 午前の部 9 】 00-12 : 00 
午後の部 13 】 00--- 17 】 00 

ン受付期間 8月 9 日（金）まて三 

※申込書は消防本部にあります。 

ン問い合わせ 消防本部 予防課 ”35 - 2019 

「市民プールを開設します 

レ開設期間 8月31日（土）まで 

(8月13日（火）と天候等により遊泳できない 

ときは、休館とします。） 

ン利用料金 

区 	分 一 般 高校生 幼 	児 
小・中学生 

共
 
同
 

個 	人 	（1回） 200円 100円 50円 

回 数 券 （6回） L030円 510円 250円 

団 体 （30名以上） 
1名1回 100円 50円 20円 

宙
  

午前（9 :00-12:00) 3,090円 
す
 
［
 

 

午後（13:00-18:00) 屯120円 
用
  1 H(9:00-18】00) a180円 

コインロッカー（1回） 10円 

☆利用者はつり銭のいらないようにご準備を

してーください。 

>注意事項 

Qン」、学校 3年生以下の児童と幼児について

は、大人の不士き添いが必要てミす。 （イ寸き

添い1人に 2名までとします。） 

②幼児は、幼児専用プールをご利用ください。 

③着替え等については、 コインロッカーを

ご利用ください。 

④プールに入る前に必ず準備運動を実施し

てください。 

⑤プールの中での悪ふざけはやめましょう。 

ちょっとのいたずらが大きな事故となり

ます。 

>問い合わせ先 教育委員会生涯スポーツ課

合 35 一 2111 内線570 

平成8年7月15日 8 



11年以内に運転免許証の 

更新をされる方へー 

休日講習のお知らせ 
＞日時 8月11日（日） 

19 】 OO-21 】 00(2時間） 

ン場所 市中央公民館 

ン受講手数料 1 , 700円（証紙代） 

ン申し込み先 容35 - 3511（益田） 

ン申し込み締め切り 7月31日（水） 

ン講習者 平成8年8月12日から平成9年8 
月10日までに運転免許証の更新を予定 

の方 

＞問い合わせ 五所川原交通安全協会 

合 34 - 5650 

平成8年度 ― 

防火管理に関する講習会 
＞とき 8月21日（水）・22日（木） (2日間） 

＞ところ 五所川原市字幾世森24-15 
「オノレテンシア」 

（ふるさと交マ荒圏民センター） 

>対象者 消防法で定めらオーしている施設で、 

防火管理上必、要な業務を遂行できる管理的

監督的立場にある者 

ン受付期間 8月 7日（水）まで※土・日を除く

ン受講費用 4,500円 （テキスト代含む） 

レ問い合わせ 消防本部 予防課客35 - 2019 

＝集会施設等の財産をお持ちの 

町内会のみなさんへ二二 

I 町内会名義で 

I 不動産の登記ができます I 
地方自治法の改正により、町内会名義で集

会施設等（不動産）の登記ができます。 

申請できる町内会は、既に集会施設等の不

動産を保有もしくは保有する予定のある町内

会で、次の要件を満たしていること。 

①町内会の活動実績が一年以上であること

②町内の区域がはっきりしていること 

⑧その区域内に住所を有する者の過半数が

町内会の構成員であること 

④町内会の規約を定めていること 

◇詳しくは、市役所総務課までご連絡くださ 

い。 	雪35 - 2111 内線402 

9 平成8年7月15日 

平成 8年度「21世紀市民会議」 

地域集会を開催します 
～一人でも多くの方の参加を 

お待ちしております～ 

口
刀
 

日
  

一曜
日
 

時 間 対象地域 開催場所 

一
競響
一
 

7
 

毒
 

 

17 水
  

9 :30- 梅沢地区 
梅沢コミュニテイ 

センター 

13 : 30- 七和地区 
コミュニテイ 

センター七和 

18 木
  

9 :30--- 飯詰地区 
コミュニテイ 

センター飯詰 

13 : 30- 沙
  

毘地
 
門
区
 

毘沙門・長富コミ
ュニテイセンター 

19 金
  

9 :30--- 五所川原 
（南） 

富士見コミュニ 
テイセンター 

13 】 30-- 湊地区 湊 集 会 所 

22 月
  

9 】 30- 中川地区 
コミュニテイ 

センタ一中川 

13 : 30-- 三好地区 
コミュニテイ 

センター三好 

23 火 13 : 30---- 五所川原 
（北） 

しきしまコミュニ
テイセンター 

国民年金保険料の 

免除申請 
〔保険料の支払いが困難な人〕 

農業・自営業などの方々で、保険料を納め

ることがいちじるしく困難な人には保険料免

除制度があります。申請が認められると、そ

の期間は保険料を納めなくても年金を受ける

権利が保障されます。 

〔免除制度と障害年金〕 

突然おそってくる病気や事故、もしあなた

が障害者になったとき国民年金加入者なら障

害年金を請求できます。そのためには保険料

をきちんと払っているかが請求の条件になり

ます。 

保険料が払えなくなっても忘れずに免除申

請をしておけば、障害年金を請求することが

出来ますので万一の場合も安心です。 

〔お問い合わせと届け出は・・・〕 

国保年金課国民年金係窓口まで 

印かん（認めで可）をお持ちください0 
”内線212・213 

五所川原市役所 公35 - 2111 



第3回施設見学会 

ふるさとの歴史と文化の旅 
～ 文化財と文化碑を訪ねて～ 

―能力開発セミナ 
ポリテクカレッジ青森 
（青森職業能力開発短期大学校） 

~
 北国の厳しい風雪に堪え、先人たちの不擁

不屈の精神のもと華ひらいた文化財や郷土出

身および本市ゆかりの方々の文化碑を訪ね、 

わが町の歴史と文化を再発見しましよう。 

ン見学コース 花田き急記念碑～ノ、、木隆一郎 

文学碑～長円寺刻i鐘～飯詰八幡宮本殿 

～曲水の館～上原げんと音楽碑～シー 

ハイルの碑～和田山蘭・加藤東離の歌

碑～歴史民俗資料館～旧平山家住宅～ 

若山牧水歌碑 

D日時 7月31日（水） 9 】 30出発 

>集合場所 おまつり広場前 

ン募集人員 25名 

ン会費 昼食代として500円（当日徴収） 

>1応募方法 電話にて（先着定員になりしだ 

い締め切り） 

ン申し込み・問い合わせ 

市教育委員会生涯学習課 

合 35 - 2111 内線555 

ー働く婦人の家 

く生活講座） 
受講生募集 

D郷土料理教室 

ン日日寺… 8月 9 日（金） 10 : 00 -12 : 00 

ン講師・・・今さかえ先生 

ン定員…32名 

）受講資格…市内に住所又は職場を有する方 

2）老人介護者育成講習会 

ーホームヘルパー 3 級対応穀コースー 

＞期間… 9月 2 日（月）~9月13日（金） 

ン時間I・ ,9 : 30-15: 30（初日） 

ン受講資格・・・西北五地区に在住の方 

レ受講料・・・無料 但しテキスト代その他の教 

材を含めて9,000円程度かかります。 

レ定員…35名 す…でに定員近くの申し込み者 

がいますayで今後の希望者の為にもお 

断りする方は早一目にご連絡ください。 

※働く婦人の家に日程表を用意しております。 

>申し込み・問い合わせ先 

五所川原市働く婦人の家 客35 - 8898 

募 集 

妬
  

コ ー ス名 定
員
 

開 	講 	日 	時 

1
  

Windows95 
/N T実践 

10 7月22日（月）~7月25日（木） 
9 】 00---16 : 00 

っ
一
 

画像処理 
プログラミング 
(BAS IC編） 

10 7月22日（月）、 23日（火） 
24日（水）、 26日（金） 

9 : 00-46 】 00 

3
  

画像処理 
プログラミング 

(C言語編） 

10 7月22日（月）、 23日（火） 
24日（水）、 26日（金） 

9 : 00-16 : 00 

.4
  

新素材評価・ 
集積回路の基礎 

10 7月22日（月）~7月26日（金） 
9 : 00---16 : 00 

に
J
 
 

opアンプを用い
た電圧増幅回路設
計 

10 7月23日（火）~7月25日（木） 
9 : 00-18 】 00 

6
  

CAM 1 
10 7月23日（火）~7月26日（金） 

9 : 00--16 : 00 

7
  

NC旋盤利用技術 
15 7月23日（火）~7月26日（金） 

9 : 00---16 : 00 

8
  

光通信技術 1 
10 7月23日（火）~7月26日（金） 

9 : 00--16 : 00 

。

J
 
 

給湯設備施行 
10 7月23日（火）~7月26日（金） 

9 】 00-46 】 00 

10 CO2レザ一加工 
10 7月29日（月）~8月1日（木） 

9 】 00-16 】 00 

11 
シーケンス制御に

よる電動機制御 
10 7月29日（月）~8月1日（木） 

9 : 00---16 : 00 

12 光通信技術 2 
10 7月29日（月）~8月1日（木） 

9 : 00-16 : 00 

13 
Windows 
アプリケーション 

開発技法 

10 7月29日（月）~8月1日（木） 
9 : 00*16 : 00 

14 
ホール効果 

測定技術 
10 7月29日（月）~8月 2 日（金） 

9 : 00*16 : 00 

15 
P WMによる 

DCモータ制御 
10 7月30日（火）~8月 1日（木） 

9I 00--18 : 00 

◆お願い コースによって日程の変更や中止

になる場合がありますのであらかじめ

ご了承ください。 

◆お申し込み・お問い合わせ 電話で当短大

開発援助課（B37 - 3201）まで。ただ

し、定員に達し次第締め切ります。 

平成8年7月15日 10 



r 一‘童．”,ー．一一一ーー 
I 肯少年を非行から守る活動 

- ＝~~声，”ら“ど~～グ＝~＝，叫＝'~～グ、～～ジ＝=“ニ＝~~～りニ，再~ 

7月1日（月）~7月31日（水） 
～声~声＝・~～~"～市＝呈’戸■”~ニ＝~再F~～●声，‘=＝~＝='~～ニ＝~～~～叫戸，～声~ 

五所川原警察署では 

7月23日（火） 

9 】 00カ、ら 

16 】 00まで： 
I
、
I、、 H、I-月n-- 	’ま 	悩g佐 

いじめに関する 筒芯器ま 
特別相談日 ‘ ・二．に・

として相談を受け付けします。 

※ 各種少年相談は随時、受け付けしま 

すので、お気軽にご利用ください。 

五所川原警察署生活安全課 

雪 35 - 2141 (272) 

フェリーと高速船で渡る 

I泊旅行 
「半島＆半島ツアー実行委員会」では、 こ 

の秋、津軽・下北両半島をフエリーと高速Il台 
で渡るツアーへの参加者を募集しております。 
⑥募集コース 

①青森～恐山～仏ケ浦コース 
②青森～大間～龍飛コース（両半島コース） 
③中里～恐山～尻屋コース 
④むつ～高山稲荷～龍飛コース 
⑤脇野沢～黒石～三内丸山コース 

⑥募集人員 

各コ スとも40名定員の200名限定。 

応募多数の場合には、抽選となります。 
※応募者全員に、むつ湾内航路（「ほくと」 

「かもしか」）の利用割引券を進呈します。 
⑥参加料 5,000円 （お土産イ寸） 
⑥旅行期日 10月12日（田～13日（日）(1泊 2 日） 
⑥申し込み締め切り“ 

8月12日（月） （当日マ肖印有効） 
⑥申し込み方法 

専用の応募用紙（市観光物産課窓口にあり 
ます。）で申し込みしてください。 

⑥問い合わせ 市観光物産課（雪内線391) 

平成8年度 
~  
女と男の未来塾 Inごしょがわら 

受講生募集 
～女と男の新しい生き方を探る～ 

>主な学習内容 

地域の福祉と経済、地域の文化と歴史、 

生命のしくみ、 スポーツと健康、見城 

美枝子氏による講演など 

＞日時 9月14日（土）---12月21日（土）までの 

毎週土曜日 14: 00'-16 : 00 
＞会場 五所川原市働く婦人の家 

＞受講できる方 青森県内に在住又は勤務し、 

原則として継続して受講できる方 

ン募集人員 糸勺50名（定員になり次第締め切 

らせていただきます。） 

＞受講料 無料（ただし、資半斗代等実費とし 

て、2,000円の負担が必、要です。） 

レ申し込み方法 ハガキ又は電話で氏名・年 

齢・住所・電話番号をお知らせくださ 

し、 

レ申し込み受付期間 

7月25日（木）~8月23日（金） 

>申し込み・間い合わせ先 

五所川原市教育委員会 生涯学習課 

合 35 - 2111 内線555 
>主催 青森県教育委員会・青森大学 

11 平成 8年7月15日 

平成8年度 
立日 フ I鼻I -" 判 . I I」 
本冗コー P両I本子× 王 

＞日日寺 7月28日（日） 9:30'--- 15:00 
＞会場 津軽金山焼（五所川原市大字金山字 

千代鶴5-79) 
>対象 児童、生徒とその保護者 

ただし金山焼まで送迎可能であれば 

子供だけの参加も可 

＞募集人員 200名 

>内容 ひも作りによる津軽金山焼の製作 

ン参加費 1オ料代（粘土 lk9につき1,000円） 

当日受付一で徴収致します 

>携行品 昼食・ジュース等おやつ 

(1寸近に店や食堂はありません） 

服装はエ作活動に適したもの 

手拭きタオル 

＞参加申し込み 

(1）申し込み方法 

電話でお申し込みください。参加者 

の氏名、住所、電話番号をお知らせ 

ください。 

(2）締め切Jり 7月23日（火） 

ただし、定員になりしだい締め切り。 

(3）問い合わせ 

津軽金山焼本店 ”29 一 3350 

五所川原市役所 容35 2111 

' 



夏休み子どもの集い 
～図書館で夏の絵を書こうノ～ 

レ日時 7月23日（火）10 : OO-12 】 00まで 

ン場所 ・晴天の場合 

菊ケ丘水郷公園 

（ヌマスギの木の下） 

・雨天の場合 

図書館2F皆 

, レ内容 坂本角句1支うモ生による絵画教至ほカュ 

>対象 幼児・小学生 

（幼児はできれば母親かそれに代わる 

人が着いて1i、られる人） 

ン申し込み 五所川原市立図書館（五所川原 

市字栄町119）まて了 合34 一 4334 
定員（20名）になり次第締め切らせて 

いただきます一。 

ンその他 絵を書く道具（水彩絵の具、 クレ 

ョン） と写生板は各自で持ってきてく 

ださい。紙は図書館で用意いたします。 

、0 ‘ げきじょうまつり 
r 

かでで‘ 

ンとき 7月20日（土） 9 : 45オーブン／ 

ンところ 五所川原小学校 体育館 

レ内容 ・子一ども市（10 : 00開店） 

・みんなのステージ（11: 30開演） 

・紙ひこうき大会（13 : 00より） 

・作って遊ぶコーナー 

・巨大ダンボール迷路 

※前売券をお求めください。カvでて三券（参加

券）10円。事務局（本町50-4 東奥日報支

局4階）におレvています。 

ン問い合わせ ft34 - 2170 

「虫おくり火まつり」 
ー般参加者募集 

あなたも火祭りに参加してーみ、ませーんか。24 
回目を迎える火祭りの感動をご一緒に。 

ト日時 S月 4 日（日） 17 : 30 
JR五所川原駅前集合 

ト参加料 1,000円 （貸衣装代、タ食代込） 

※ノ」、学生にはオリジナルTシャツプレ 

ゼント 

ト申し込み締め切り 7月21日（日） 

ト申し込み先・問い合わせ先 

五所川原青年会議所 合35 - 4049 

虫おくり研究会の 

山車運行参加者及び 
会員の募集について 

虫おく り研究会では、 虫おく りの調査・研

究を行い、虫おくりの発展に寄与することを

目的として了舌動しておりまーす。当研究会では、 

「虫おくりと火まつり」に協賛して毎年8月 

4 日に虫の山車を運行しています。一般の方

で今年、虫の山車に参加を希望する方及び会

員になりたい方は、下記宛に申し込みくださ

レ、 

ト申し込み・間い合わせ 

観光物産課内 

五所川原市虫おくり研究会 

合35 一 2111 内線39】・392 

I 「守ろう青森県かなえよう君の夢」 

警察官（B)、婦人警官等 

採 用 試 験 
青森県人事委員会及び青森県警察本部では

高校卒程度の人を対象として警察官、婦人警

察官、交通巡視員、警察事務職の採用試験を

行います％ 

@）受付申し込み期間 

8月1日（木）~8月30日（金） 

⑥受験資格や試験日程など、詳細については 

五所川原警察署、交番、駐在所まで問い合 

わせてください。 

平成8年7月15日 12 



門●加〈ンリーズ〉●●● -13一  
“ 私の健康づくり 母と子の料理教室 

たべるの大好き、ま畔斗理をつく るのが大好

きな子一どもたち、みんな集まろう 

ン日時：7 月30日（火）, 31日（水） 

9 : 30-14 : 00 
レ場所：五所川原市働く婦人の家 調理室

ン対象：小学生高学年～中学生の子ども達

お母さん 

ン持参するもの：エプロン、ーS、きん、三角巾

ン料金】子ども 無酬斗、 お母さん 300円 

ン申し込み：食生活改善推進員会 三森敬子 

廿 35一4593 
市はつらつ女」生課（廿内線232) 

「肺機能障害者呼吸教室」 

開催のお知らせ 
＞場所 五所川原保健所 

レ内容 

日 	程 内 	容 

一
鷺響
灘
灘
難
麟
 

 

~ 9 月6 日（金） 

13:OO-15:30 

1．開講式 

2 ．健康観察 

3 ，ビデオ学習及び話し合い 

「肺機能障害者が快適な 

日常生活を送るために」 

4 ．棒体操 

麟
難
麟難
響
麟
驚
  

9 月20日（金） 

13:OO-15:30 

1．健康観察 

2 ．実技指導及び個別指導 

「呼吸リハビリテーション」 

―呼吸吸法・ 

運動トレーニング一 

3 ．リラクゼ一ション 

難
麟
灘
響

H
  

10月4 日（金） 

13:00-15:30 

1．健康観察 

2 ．講話 

「私の体験談」 

3 ．リラクゼーション 

4 ．懇談会 

5 ．閉講式 

＞受講料 無 半斗 

ン申し込み期日 8 月9 日まで’ 

定員20名になり次第、締め切らせてい 

ただきます。 

レ申し込み先 五所川原保健所 健康増進課 

" 0173-34-2108 

『体に正直にありのまま』 

長谷川哲子さん 
(59歳） 

市内ーッ谷157-9 

平成8年度前期健康づく りバイキング昼食

会・健康づく り総合講座に参加された長谷川

さんを紹介します。 

毎年、 ミニドックを健康管理に役立ててい

る方で、数字でみるとどの項目も「異常なし」 

ただ一番気になっていることが 「体重が多い

こと」 だそうて冬す。 

若い頃、やせていて、青白い顔でいつも体

調がわるく、疲れやすい毎日を過ごしたこと

がず’っと心にのこっており、本当に体重を減

らしてもいいものなのかなあと何年も悩んだ

とのことでした。 いつも何も言わないご主人

が、最近になって 「イ本のことを考えたら体重

を減らした方がいいんでないか」 と 2kgの味

口曾を持ってこれが体についているんだと言う

ようになったそうです。 （実は、 ご主人は12 

kg の減量に成功している方ですJ 
「体重はいつもネックだけれども健康だし、 

友達と旅行してみんなが疲れたと言っても少

しも疲れないうえ、歩くのがおっく うでない」 

とのこと。 

今は、健診の結果にこだわることなく、イ本

に正直にありのまま、 いいものはいいし悪い

ものは悪いと思える様になりました。 

「何事もく よくよしない性格であるが、将

来のことを考えると、 まず’はタ食後たべない

ことをつづけてみて、健康でガンコに3ぬや

せたい」。これからも、 いろーろノな事に参加してー 

いきたいとご自身の健康づく りを楽しく話し

ていただきました。 

13 平成 8年 7月15日 	 五所川原市役所 B35- 2111 



『コンビュータヘルスチェック己事業にコ 

ご協力を！ 

すこやか発育相談 

＞場所 働く婦人の家・市保健センター 

（新町バス停前） 

>持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

(6 カ月児のみおしぼり、ベビースタイ） 

開設 日 時 	間 内 	容 

6 カ月児

健康相談 

（対象児） 

8月20日 

（火） 
平成8年 

1月生 

受付時間 

12:3O-12:45 
離乳食の試食

発達相談等 

母と子の

相談 日 

8月 7 日 

（水） 

1O:0O'-12:O0 
13:00-15:00 

成長・発達相談 

母子健康手帳の

節目（9--10カ

月、 1歳、 2歳 

等）の相談 

育児・遊び・栄養 

（離乳食等）相談 

8月21日 

（水） 

10:00--12:00 
13:00-d5:00 

※午後は 

予約相談 

※予糸勺相談は随時、電話で受け不れナています。 

おなかの赤ちゃんと楽しむ 

マタニティー教室のお知らせ 

妊婦さん、家族の方、 これからパパママに 

なる方、関心のある方大歓迎です。 

日時 :7月22日（月） 

場所】働く婦人の家・市保健センター 

内容】マタニティーソーイング 

(10 】 OO-11: 30) 

マタニティーバイキング試食会 

(11 : 30---12: 30) 

講師】蒔田洋子先生（ソーイング） 

定員】30名（定員になりしだい締め切ります） 

※ベビーシッターがおりますαブでお子様連れ

でも参加できます。 

※申し込みされた方には、後日詳細を通知い

たします。 

五所川原市役所 合35- 2111 

市では昨年に引き続き、国保保健事業の一

環として 5 カ年計画で「コンピュータヘルス

チェック」 （健康に関するアンケート調査） 

を下記の日程で実施いたします。心身の健康 

】伏態を詳細なデーターから科学的に分析し、 

名イ固人に合った具体的な健康づく りのアドバ

イスをいたします。又、健康指標として市の

健康づくり施策に反映しますので対象となら

れノる方はご協力くださるようお願いいたしま

す。 

①対象】40歳、45歳、51歳、56歳の市民。 

②調査方法：アンケート記入による調査。 

③調査期間『 7月26日（金）---8月 6 日（火）ま 

で（12日間） 

④調査内容】健康】伏態、生活習慣（栄養、体

力、ストレス等）につレいて調査票に記入し

て頂きます。 

※なお、調査票の配布及び回I打uま各地区:co保

健協力員が行います。 （保健協力員不在の地

区は町内会長さんにお願いする予定です。） 

※結果通知は、 9月末～10月上旬頃に本人宛

に郵送されます） 

身も心もさっぱりする 

健康相談室へどうぞ 
― お気軽にご利用ください。 

レ対象 市内にお住まいの方で、 ご自身及び

家族の健康の事で心配されている方、 

自分にあった健康づくりを見つけた

い方 

>内容 心の相談、病気の相談、血圧相談等

保健婦が相談に応じてル、まーす。 

＞持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月 日 開催時間 

姥 落 集 会 所 7月25日（木） 10:30-12:00 
コミュニテイセンター七和 7月29日（月） 11:0O-13:00 
金 山 昭 和 館 7月29日（月） 12:30-44:00 
水 野 尾 集 会 所 7月30日（火） 11 :30-13:00 
俵元農産物加工センター 7月31日（水） 11 :00-12:30 
コミュニテイセンター飯詰 8月5 日（月） 10:30-42:00 
コミュニテイセンター中川 8月 6 日（火） 10: 30-'12 :00 
野 里 公 民 館 8月 6 日（火） 13:30-45:00 
保 健 セ ン タ ー 8月 7 日（水） 10:00-45:00 
浅 井 公 民 館 8月 8 日（木） 10:30-12:00 
若 山 公 民 館 8月 9 日（金） 13 :OO-14 :30 
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